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懸念的被透視感が生じる状況の特徴1－2）  
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The feeling，during aninteractionwithanOther person，that theyhave noticed something about  

you that you would pref占r to remain concealedisknown as a sense of unwanted transparencyAs  

1ittle attention has been to this sense of unwanted transparency to date，the purpose of this study  

is to investigate the characteristics of situations that give rise to the sense of unwanted 

transparency Undergraduate students were asked to recalltheir experiences offeeling the sense of  

umWanted tranSparenCy in a semi－StruCturedinterview The resultsindicate three main  

Characteristics．Firstly；there are both self－0riented and otheト0riented reasons fbr concealing one’s  

inner self．Secondly；inferences about the other’s responses andperceptions about self－reSpOnSeS Can  

trigger the sense of unwanted transparencylThirdly；due to the sense of unwanted tranSparenC）ち  

individuals arelikelyto make responses that seek not to draw attention to one’sinner selft  

Keywords：SenSe Of unwanted transparency，COntent Characteristics，Situational characteristics，  

reSpOnSeS  

のに，相互作用する相手に自己の内面を気づかれて  

いるかもしれないと感じる感覚”である，被透視感  

（太晩 2006，2008b：太幡・押見 2004）の下位概  

念であると位置づけられる。すなわち，気づかれた  

くない事柄に対する被透視感が，懸念的被透視感で  

ある。   

懸念的被透視感のような，自己の内面を他者に気  

づかれているかもしれないという意乱 すなわち，  

内面の被知覚の意識には，近年，注目が集められて  

いる（Ⅶraueち2001）。そして，内面の被知覚の意  

識に関するいくつかの概念が提唱されている。例え  

ば，その意識を対人恐怖症や統合失調症の症状とし  

て捉える自我漏洩感（丹野・坂本，2001），相手が  

内面を知覚したと正確に推測した程度よりも内面の  

被知覚の程度を過大評価する認知的バイアスである  

透明性の錯覚（illusionoftransparency；Gilovich，  

Savitsky；＆Medvec，1998）といった概念が提唱さ   

問題と目的  

日常生活で，ある他者とやりとりをしているとき  

に，その相手に気づかれないように自己の内にとど  

めている事柄（以下，内面）を，気づかれているか  

もしれないと感じることがある。このような感覚  

を，太幡（2008a）は，懸念的被透視感と定義した。  

懸念的被透視感は，“自分で直接的に伝えていない  
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現状の不一致を修正するという，自己制御  

（Carver；1979；CarVer＆Scheien1981，1998）が生  

じやすいと想定される。また，気づかれたくないと  

いう意識が高いときには．懸念的被透視感を感じた  

際に，基準と現状の不一致の程度が大きくなると考  

えられる。以上のことから，懸念的被透視感による  

反応と内面を気づかれたくない意識の高さとの関係  

についても探索的に検討する。   

本研究では，懸念的被透視感が生じる状況の特徴  

について詳細な想起を求めるため，半構造化面接を  

実施する。また，懸念的被透視感の特徴を明確にす  

るため，懸念的被透視感の比較対象として，気づい  

てほしい事柄についての被透視感を期待的被透視感  

と定義し，期待的被透視感の特徴についても検討す  

る。併せて，予備調査において，懸念的被透視感が  

日常の対人コミュニケーションでしばしば生じてい  

ることを確認する。  

予備調査  

懸念的被透視感は日常の対人コミュニケーション  

でしばしば生じていることを確認するために，予備  

調査を行った4）。大学生141名（男性63名，女性78  

名，平均年齢20．64±1．99歳）に射し，“相手とやり  

とりをしているときに，気づかれたくないことを気  

づかれているかもしれないと感じることがしばしば  

ある”の1項目に，“1．全くあてはまらない”  

“2．あまりあてはまらない”．“3．どちらともい  

えない”，“4．ややあてはまる”，“5．非常にあて  

はまる”の5件法で回答を求めた5）。その結果，平  

均値は3．21（皿＝1．13）であり，理論的中間点  

（3点）よりも有意に高かった（f（140）＝2．06，  

♪く05）。また，それぞれの選択肢の選択率は，  

“4．ややあてはまる’’が35．2％，“5．非常にあて  

はまる”が11．2％であった。一方，“1．まったく  

あてはまらない”は7．2％であった。以上の結果か  

ら，個人差はあるものの，懸念的被透視感は日常の  

対人コミュニケーションでしばしば生じていること  

が示唆された。  

方  法  

調査対象者・手続き 大学生20名（男性10乳 女  

れている。   

内面の被知覚の意識に関するこれまでの研究の末  

検討点として，内面の被知覚の意識が対人コミュニ  

ケーションの進行に与える影響について検討されて  

いない点が挙げられる。内面の被知覚の意識が生じ  

るためには，自己の内面を知覚する相手が存在する  

ことが前提となる。そのため，一般的には，内面の  

被知覚の意識は，対人コミュニケーションの中で生  

じると考えられる。しかし，内面の被知覚の意識に  

関する既存の概念は，内面の被知覚の意識を，自我  

漏洩感のように病理的な感覚として，あるいは，透  

明性の錯覚のように相互作用の結果として生じる認  

知的バイアスとして捉えている。そのため，対人コ  

ミュニケーションにおいて生じる内面の被知覚の意  

識が．当該の対人コミュニケーションの進行に与え  

る影響については焦点が当てられていない。しか  

し，懸念的被透視感に着目することで，対人コミュ  

ニケーションの中で生じる内面の被知覚の意識を捉  

えることができるため，上記の未検討点を明らかに  

することが可能になる。そして，懸念的被透視感に  

関する実証的知見を蓄積することでt 対人コミュニ  

ケーションの理解を深めることができると期待され  

る。しかし，これまでの研究では，懸念的被透視感  

のような感覚には焦点が当てられていなかったた  

め，懸念的被透視感が生じる状況の特徴は十分に明  

らかにされていない。したがって．懸念的被透視感  

を実証的に検討するために，懸念的被透視感が生じ  

る状況の特徴に関する基礎的研究が必要になると考  

えられる。   

以上のことから，本研究では，懸念的被透視感が  

生じる状況の特徴について検討することを目的とす  

る。本研究では，以下の二点に着日する。一点目  

は，懸念的被透視感を感じた事柄，その事柄を伝え  

ていなかった理由といった，内容的特徴である。二  

点日は，懸念的被透視感を感じた相手，懸念的被透  

視感を感じた根拠といった，状況的特徴である。な  

お，内容的特徴については，秘密にされる事柄と深  

く関連していると考えられる。そこで，得られた知  

見について，秘密にされる事柄に関する研究  

（e．g．，Ke11）ち Klusas，VOn Weiss，＆ Ⅹenny；2001；  

Norton，Feldman，＆Thfoya，1974）の知見と対比  

し，考察する。   

また，以上の二点の検討と併せ，懸念的被透視感  

を感じた者が生起させた反応についても検討する。  

懸念的被透視感が生じる状況は，ある事柄を気づか  

れたくないという基準と，その事柄を気づかれてい  

るかもしれないという現在の状態に不一致が生じて  

いる状況であると考えられる。したがって，基準と  

4）予備調査は，‘‘隠し事に気づいた辛がかり”に関する   

調査の一部として実施された。  

5）予備調査で用いられたその他の質問項目については，   

本論文では割愛する。   
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リーが不一致だった場合には，両者の協議により再  

分類するように求めた。  

結  果  

得られた経験の個数 調査対象者から得られたの  

は，懸念的被透視感に関する経験62場軋 期待的被  

透視感に関する経験29場面であった。懸念的被透視  

感に関する経験は20人全員から抽出された（最少1，  

最大8）。期待的被透視感に関する経験は，20人中  

17人から抽出された（最少0，最大3）。一人あた  

りの経験の言及数を比較すると，懸念的被透視感に  

関する経験（〟＝3．10，且D＝1．62）の方が期待的  

被透視感に関する経験（〝＝1．45．且り＝0．95）よ  

りも多く言及されていた（パ19）＝4．52，♪＜．001）。   

気づかれたくない（気づいてほしい）程度 懸念  

的被透視感を感じた事柄を気づかれたくない程度  

は，“やや”は37．1％．“かなり”は29．0％．“非常  

に”は25．8％と多く選択されており，“あまり”は  

8．1％であった。期待的被透視感を感じた事柄を気  

づいてほしい程度は，“やや”は37．4％．“かなり”  

は48．3％と多く選択されており，“あまり”は  

10．3乳 －‘非常に”は3．5％であった。したがって．  

気づかれたくないという意識，気づいてほしいとい  

う意識がある程度高い経験が想起されていたと考え  

られる。   

内容的特徴 懸念的被透視感，期待的被透視感を  

感じた事柄については，“相手に向けた気持ちや感  

情（相手を嫌いだと思っていることなど）”，“伝え  

ていない事実（自分とある友人との間に起こった出  

来事など）”，“硯在抱いている気持ちや考え（サー  

クルに参加したくない気持ちなど）”，“ウソをつい  

たこと（聞かれた質問に対してウソをついているこ  

となど）”，“性格や特徴（社交的ではない性格な  

ど）”，“第三者に対する気持ちや感情（自分がある  

人に好意を抱いていることなど）”に分類された。  

それぞれのカテゴリーに分類された経験の割合を  

Tもblelに示す。懸念的被透視感に関する経験と期  

待的被透視感に関する経験とを比較すると．懸念的  

被透視感を感じた事柄には．“伝えていない事実”  

や“ウソをついたこと”が多く見られた。   

対象となる事柄を伝えていなかった理由について  

は，“二人の関係への配慮（よい関係を壊したくな  

かったからなど）”，“自己評価低減の回避（相手が  

どう受け止めるのかが怖かったからなど）”，‘‘相手  

への配慮（相手に対して申し訳なかったからな  

ど）”，“恥ずかしさ（知られると恥ずかしいからな  

ど）”，“状況からの回避（休みたかったからなど）”   

性10乳 平均年齢22．30±．93歳）に対し，個別に半  

構造化面接を行った。調査時間は約30分であった。   

質問内容 調査対象者に，“ある相手とやりとり  

をしているときに，その人に対して，自分から直接  

的に伝えていない，感情，考え，思っていること，  

性格．隠している本当のことなどが，気づかれてい  

るかもしれないと感じた経験についてお開きしま  

す”と教示した。次に，懸念的被透視感に関する経  

験に想起を求めるために，“自分にとって．相手に  

気づかれたくないと思う内面について，最近，その  

ように感じた経験を思い出してください”と告げ，  

以下の事柄について質問した。内容的特徴として，  

懸念的被透視感を感じた事柄，その事柄を伝えてい  

なかった理由に回答を求めた。状況的特徴として，  

懸念的被透視感を感じた相手，懸念的被透視感を感  

じた根拠に回答を求めた。また，懸念的被透視感に  

よって生起させた反応に回答を求めた。併せて，想  

起された経験の気づかれたくない意識の高さを確認  

するために，その事柄を気づかれたくないと思って  

いた程度について，“あまり”，‘‘やや”，“かなり”，  

“非常に”の4件法で回答を求めた。複数の経験が  

ある場合には，それぞれの経験について想起を求  

め，上記の質問を繰り返した。続いて，期待的被透  

視感に関する経験に想起を求めるために，“自分に  

とって，相手に気づいてほしいと思う内面につい  

て，最近．そのように感じた経験を思い出してくだ  

さい”と告げ，懸念的被透視感と同様の質問をし  

た。併せて，想起された経験の気づいてほしい意識  

の高さを確認するために，その事柄を気づいてほし  

いと思っていた程度について，“あまり”“やや”，  

“かなり”，“非常に”の4件法で回答を求めた。複  

数の経験がある場合には．それぞれの経験について  

想超を求め，質問を繰り返した。回答内容は，調査  

者によって記録された。なお，順序効果を考慮し  

て，半数の調査対象者には，期待的被透視感に関す  

る経験について先に回答を求めた。調査時間は平均  

で約30分であった。   

データの分類 それぞれの項目について，回答の  

結果得られた内容を基に，社会心理学を専門とする  

大学院生2名が分類カテゴリーを作成した。次に，  

分類カテゴリーを作成した2名とは別の2名の評定  

者（大学院生）が，それぞれの項目ごとに各回答を  

分類評定した。一致率は，懸念（期待）的被透視感  

を感じた事柄が87．9％，その事柄を伝えていなかっ  

た理由が85．7％，懸念（期待）的被透視感を感じた  

相手が100．0％，懸念（期待）的被透視感を感じた  

根拠が92．3％，懸念（期待）的被透視感によって生  

起させた反応が95．6％であった。分類されたカテゴ  
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3に示す。懸念的被透視感に関する経験と期待的被  

透視感に関する経験とを比車交すると，両者とも“友  

人”が多く見られた。   

懸念的被透視感．期待的被透視感を感じた根拠に  

ついては，“相手の反応からの推測（相手の表情や  

態度を見てなど）’＼“自己の反応の知覚（自分の話  

している内容がウソくさかったからなど）”，“わか  

らない”，“その他’’に分類された。それぞれのカテ  

ゴリーに分類された経験の割合を1もble4に示す。  

懸念的被透視感に関する経験と期待的被透視感に関  

する経験とを比較すると，懸念的被透視感には，  

“相手の反応からの推測”と‘‘自己の反応の知覚”  

が同じ程度多く見られた。一方，期待的被透視感に  

は，り相手の反応からの推測”は多く見られたが，  

“自己の反応の知覚”はほとんど見られなかった。   

反応 懸念的被透視感，期待的被透視感によって  

“相手との関わりの回避（相手を避けたかったから  

など）”“二人の関係上（立場＿ヒ言い出せなかった  

からなど）’＼“相手の理解への期待（自分の気持ち  

をわかってもらいたかったからなど）”，‖その他”  

に分類された。それぞれのカテゴリーに分頬された  

経験の割合を1bble2に示す。懸念的被透視感に関  

する経験と期待的被透視感に関する経験とを比較す  

ると，懸念的被透視感には，“自己評価低減の回避”  

や“二人の関係への配慮”が多く見られた。一方，  

期待的被透視感には，“相手の理解への期待”や  

‘二人の関係上”が多く見られた。   

状況的特徴 懸念的被透視感．期待的被透視感を  

感じた相手については，“友人’’，“目上の人”，  

“親’’，“恋人”，“立場が同じ人（サークルの同期な  

ど）”り目下の人”，“その他”に分・類された。それ  

ぞれのカテゴリーに分類された経験の割合をTbble  

′mblel懸念（期待）的被透視感を感じた事柄（％）  

伝えていない事実  現在抱いている気持ちや考え  相手に向けた気持ちや感情  

懸念的被透視感  32．3  

期待的被透視感  48．3  
第三者に対する気持ちや感情  性格や特徴   ウソをついたこと  

懸念的被透視感  14．5  

期待的被透視感  0．0  

′指ble2 対象となる事柄を伝えていなかった理由（％）  

自滅 相手への配慮  
恥ずかしさ  

据の  

懸念的被透視感  32．3  24．2  21．0  9．7  6．5  

期待的被透視感  6．9  0．0  10．3  13．8  10．3  

二人の関取j二  
手牢   

開避   
その他  

懸念的被透視感  3，2  1．6  0．0  1．6  

期待的被透視感  10．3  13．8  24．1  0．3  

Tもble3 懸念（期待）的被透視感を感じた相手（％）  

友人   目上の人  親  恋人  立場が同じ人 目下の人  その他  

懸念的被透視感  41．9  19．4  12．9  12．9  6．5  4．8  1．6  

期待的被透視感  58．6  17．2  3．4  3．4  17．2  0．0  0．0  

’hble4 懸念（期待）的被透視感を感じた根拠（％）  

相手の反応からの推測  自己の反応の知覚  わからない  その他  

懸念的被透視感  50．0  37．1  6．5  6，5  

期待的被透視感  75．9  3．4  17．2  3．4   
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考  察  

本研究の目的は，懸念的被透視感が生じている状  

況の特徴について検討することであった。そして，  

内容的特徴，状況的特徴，反応に着目して検討を  

行った。以下，得られた結果について整理，考察す  

る。   

懸念的被透視感を感じた経験 本調査では，すべ  

ての調査対象者から．懸念的被透視感を感じた経験  

が想起された。予備調査の結果と併せると，懸念的  

被透視感は日常の対人コミュニケーションでしばし  

ば生じていると考えられる。加えて，懸念的被透視  

感を感じた経験の方が期待的被透視感を感じた経験  

よりも多く想起されたことから，懸念的被透視感の  

方が期待的被透視感よりも生じやすいと想定され  

る。   

内容的特徴 懸念的被透視感を感じた事柄につい  

ては，相手に向けた感情のように，期待的被透視感  

と共通している事柄がある一方で，“ウソをついた  

こと”や り伝えていない事実”のように，懸念的被  

透視感に将徴的な事柄があることが明らかとなっ  

た。また，‘‘性格や特徴”など，個人特性に関わる  

ことに対しても，懸念的被透視感が感じられている  

ことが示された。   

対象となる事柄を伝えていなかった理由について  

は，懸念的被透視感に関する経験では，相手や関係  

に対する配慮といった他者配慮的な理由と，自己評  

価の維持や困難の回避といった自己利益的な理由が  

あることが示された。したがって，内面を気づかれ  

生起させた反応は，“反応の統制の試み（気にして  

いないふりをしたなど）”，“話題からの回避（話を  

すぐ変えたなど）”，“否定（その内容について否定  

するような発言をしたなど）”，“取り繕いの表情の  

表出（照れ隠しの表情をしたなど）”，“話題への関  

与（気づかれた内容を認める発言をしたなど）”，  

“言い訳（本当のことを言って言い訳したなど）’＼  

い反応なし”に分類された。それぞれのカテゴリー  

に分類された経験の割合を′mble5に示す。懸念的  

被透視感に関する経験と期待的被透視感に関する経  

験とを比較すると，懸念的被透視感には，多くの場  

合で反応が生起していた。一方，期待的被透視感で  

は．“反応なし”が多く見られた。   

また，懸念的被透視感によって生起させた反応に  

関しては，気づかれたくない意識の高さとの関係を  

探索的に検討した。懸念的被透視感を感じた経験の  

うち，気づかれたくないと思っていた程度につい  

て．●‘かなり”と り非常に”と回答された経験（34  

場面）を気づかれたくない意識高群，■■あまり”と  

‘‘やや”と回答された経験（28場面）を気づかれた  

くない意識低群とした。それぞれのカテゴリーに分  

類された経験の割合を′mble6に示す。気づかれた  

くない意識高群と低群を比較すると，高群の方が低  

群よりも，“話題からの回避”や“否定”といった．  

話題を避けようとする反応が生起していることが多  

かった。  

恥ble5 懸念（期待）的被透視感によって生起させた反応（％）  

反応の紋別の試み  話題からの回避  否定  取り繕いの衷情の表出  

懸念的被透視感  29．0  16．1  8．1  6．5  

期待的被透視感  3．4  3．4  3．4  3．4  

話題への関与  言い訳  反応なし  

懸念的被透視感  4．8  4．8  30．6  

期待的被透視感  6．9  0．0  79．3  

職ble6 気づかれたくない意識の高低による懸念的被透視感によって生起させた反応（％）  

取り繕いの  

表情の表出  
反応の紋別の試み  話題からの回避  否定  

気づかれたくない意識高  32．3  20．6  11．8  2．9  

気づかれたくない意識低  25．0  10．7  3．6  10．7  

話題への関与  言い訳  反応なし  

気づかれたくない意識高  2．9  2．9  26．5  

気づかれたくない意識低  7．1  7．1  35．7   
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ある。この点は，内面的な事柄が漏れ出てしまう際  

の根拠が明確でない自我漏洩感と，懸念的被透視感  

との相違点を示すものであると考えられる。第二  

に，懸念的被透視感を感じた根拠は，“相手の反応  

からの推測”と“自己の反応の知覚”に大別される  

点である。自己の反応の知覚という根拠は，期待的  

被透視感にはほとんど見られていないことから，懸  

念的被透視感に特徴的な根拠であると考えられる。   

反応 懸念的被透視感に関する経験では，期待的  

被透視感に関する経験と比べると，多くの場合で何  

らかの反応が生起していることが示された。この結  

果から，懸念的被透視感によって，反応が生起しや  

すいと考えられる。また，気づかれたくない意識が  

高いときには，話題を避けようとする反応が生起し  

やすい可能性も示唆された。これらの結果は，自己  

制御（Carver；1979；Carver＆Schei町1981，1998）  

に関する議論と整合する。   

懸念的被透視感による反応については，大別する  

と二種類の反応に分類できることが示された。一つ  

は，“反応の統制の試みけ といった，言語内容以外  

の反応，すなわち，非言語的反応を調整する反応で  

ある。もう一つは，“話題からの回避”，“否定”と  

いった，言語内容を調整する反応である。これらの  

反応は，気づかれたくない事柄を気づかれないよう  

に調整する点で共通している。したがって，懸念的  

被透視感が生じた際に，状況に応じた対処が多くな  

されていると考えられる。   

最後に，懸念的被透視感による反応について，本  

研究の制約と今後の展望を述べる。本研究では，懸  

念的被透視感を感じた者に自己の反応に想起を求め  

ているため，懸念的被透視感を感じた者が意識でき  

る反応のみが扱われていると考えられる。しかし，  

懸念的被透視感とともに焦りが喚起されるならば，  

視線回避や沈黙といった，焦りを反映するような非  

言語的反応も表出されやすくなる可能性が想定され  

る。そして，これらの非言語的反応が不自然な印象  

を相手に与え，かえって何か隠しているのではない  

かと疑念を抱かれてしまう場合もあると考えられ  

る。場合によっては，そのことがきっかけとなり，  

気づかれたくない事柄を相手に気づかれてしまうこ  

とも想定される。このような事態は，気づかれたく  

ない事柄を気づかれているかもしれないという推測  

が皮肉にも逆説的に働き，自らの反応によって実際  

に気づかれてしまうという現実を作り出していると  

解釈され，自己成就予言（self－fu1B11ingprophecy：  

Jones，1977；Merton，1948）に含まれると考えられ  

る。したがって，懸念的被透視感による反応につい  

ては，焦りを反映するような非言語的反応について   

たくない理由は．自己利益的な理由と他者配慮的な  

理由の二つに大別されると考えられる。   

内容的特徴と秘密にされる事柄に関する研究  

（e．g．，Kellyetal．，2001；Nortonetal・，1974）の知  

見とを対比すると，懸念的被透視感の特徴として，  

以下の二点が挙げられる。第一に，懸念的被透視感  

を感じた事柄には．秘密にされる事柄に多い，性に  

関する事柄があまり見られない点である。この理由  

として，相互作用において，性に関する事柄が意識  

されにくいことが考えられる。このことから，懸念  

的被透視感が生じる事柄は，相手との相互作用で意  

識される事柄であると推察される。第二に，懸念的  

被透視感では，気づかれたくないことを伝えていな  

かった理由として．他者配慮的な理由が見られる点  

である。秘密に関する研究では，ある事柄が秘密に  

される理由には，自己利益的な理由のみしか見られ  

ていない。例えば，Ⅹelly（1999，2002）やⅤ巧，  

Paterson，Nunkooslng，Soukara，＆ 00SterWegel  

（2003）は，秘密を明らかにしないことで重要な他  

者から悪く見られることを回避できると論じてい  

る。懸念的被透視感では他者配慮的な理由が挙げら  

れた理由としては，一つには．懸念的被透視感が相  

手との相互作用によって生じる感覚であることが影  

響した可能性が考えられる。一般的に．他者との関  

わりの中で生じる思考や感情のような事柄は，秘密  

の対象となりにくいと考えられる。これらの事柄  

は，秘密に関する研究でもほとんど挙げられていな  

かった（cf．，Norton etal．，1974）。山方．懸念的被  

透視感では．相手との関わりの中で生じる思考など  

が気づかれたくないと思う事柄になる場合も考えら  

れる。したがって，気づかれたくないことを伝えて  

いなかった理由として，他者配慮的な理由が挙げら  

れた可能性が推察される。別の理由としては，秘密  

に関する事柄の研究は主に欧米で行われていること  

から，欧米と日本人の文化的自己観の違いの影響が  

見られた可能性も考えられる（cf．北山，1994）。す  

なわち，ある事柄を気づかれたくないと思う理由と  

して，相互独立的自己観を持つ欧米人は，個人志向  

的な理由を挙げやすいのかもしれない。一方，相互  

協調的な自己観を持つ日本人は，関係志向的な理由  

を挙げやすいのかもしれない。   

状況的特徴 懸念的被透視感を感じる相手につい  

ては，友人が多いことが示された。これは友人と相  

互作用する機会が多いためであると考えられる。   

懸念的被透視感を感じた根拠については，以下の  

二点が示唆された。第一に，ほとんどの場合に具体  

的な理由が挙げられていることから，懸念的被透視  

感は，何らかの根拠に基づいて感じられている点で  
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も検討できるように，実際に生起した反応を測定し  

た研究が必要になると考えられる。   

懸念的被透視感と期待的被透視感の逢い 本研究  

では，懸念的被透視感が生じる状況の特徴を検討す  

るために，期待的被透視感を感じた状況の特徴を併  

せて検討し，両者を対比した。本研究の結果から，  

期待的被透視感が生じる状況の特徴としては，伝え  

ていなかった理由として相手の理解への期待といっ  

た理由が見られることや，期待的被透視感を感じた  

根拠には，自己の反応の知覚はほとんど見られない  

ことが明らかにされた。これらの特徴は，懸念的被  

透視感が生じる状況の特徴とは異なるものである。  

したがって，懸念的被透視感と期待的被透視感で  

は．その感覚が生じるメカニズムが異なると推察さ  

れる。   

まとめ 本研究は，懸念的被透視感関する基礎的  

研究として．懸念的被透視感が生じている状況の特  

徴について検討した。懸念的被透視感の主な特徴  

は，以下の三点にまとめられる。第一に，伝えてい  

ない理由には自己利益的な理由と，他者配慮的な理  

由がある点である。第二に，相手の反応からの推測  

や．自己の反応の知覚によって懸念的被透視感が生  

じる点である。第三に，懸念的被透視感によって状  

況に応じた振る舞いが生起しやすい点である。   

懸念的被透視感に関する検討を行うことにより，  

対人コミュニケーションの理解を深めることができ  

るようになると考えられる。今後は，本研究で得ら  

れた知見に基づき，懸念的被透視感に関する実証的  

知見を蓄積していくことが期待される。  
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